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２）日本の株式・債券市場

出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
※現地通貨ベース ＊1  ▲はマイナスを表します。 ＊2 中国は国慶節のため10月3日～10月7日まで休場

１）先週の市場動向
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≪ 株式≫
日本株式市場（日経平均株価）は、前週末比で大幅に上昇しました。
前週の大幅下落の反動により買い戻しが進んだことや、米国をはじめとする
世界の主要な中央銀行が利上げペースを緩めるとの見方が広がったことから、
週初より4日連続で上昇し、5日（木）には9月22日以来2週間ぶりに27,000
円を回復しました。4日間の上昇幅が1,300円超となったことから利益確定売
りが出やすく、また、9月の米雇用統計の発表を控え持ち高調整目的の売りが
優勢となり、週末は下落しました。



≪ 株式 ≫
米国株式市場（NYダウ）は、前週末比で上昇しました。
軟調な米経済指標や豪州準備銀行が市場予想に反し利上げ幅を縮小したこと
から、米連邦準備制度理事会（FRB）による金融引き締めペースが緩和する
との見方が広がり、週前半は上昇しました。その後は、9月の雇用統計の発
表を前に、積極的な売買は手控えられたものの、失業率が市場予想以上に改
善し、FRBによる積極的な利上げの継続が意識されると週末は下落しました。

４）外国為替市場≪債券≫
日本債券市場（10年国債金利）は、前週末比で横ばいとなりました。
米サプライマネジメント協会（ISM）が発表した9月の製造業景況感指数が前
月から大幅に低下し、米国の金融引き締めペースが緩和するとの見方から米長
期金利が低下した流れを受け、国内金利も低下する場面もありました。しかし、
日経平均株価の大幅上昇で、相対的に安全資産とされる債券は売りが優勢とな
り（利回りは上昇）、週間では前週末比で横ばいとなりました。

5）今週の見通しについて

米ドル/円相場は、前週末比で円安米ドル高となりました。
景気悪化懸念からFRBが金融引き締めペースを緩和するとの見方から米長期
金利が低下し、日米金利差縮小を意識した円買い米ドル売りが進行したもの
の、週末にかけてFRB高官のタカ派（金融引き締め推進派）的な発言を受け再
び米長期金利が上昇すると、円売り米ドル買いが進みました。
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３）米国の株式市場
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出所）ブルームバーグのデータをもとにニッセイアセットマネジメント作成
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先週の株式市場は、欧米をはじめとする世界の中央銀行が積極的な金融引
き締めペースを緩和するとの見方が広がり、日米両市場ともに前週末比で上
昇しました。
7日（金）に発表された9月の米雇用統計は、非農業部門雇用者数が前月比
+26.3万人と市場予想（同+25.5万人）をやや上回りました。また、失業率
は3.5％と、前月の3.7％から改善したことから、米労働市場の堅調さが改
めて確認されました。FRBが11月１～2日の日程で開催する米連邦公開市場
委員会（FOMC）でも大幅利上げをするとの見方が大勢を占めています。
FRBは引き続き、経済指標を確認しながら、利上げ幅を決定することとなり
そうです。
今週の株式市場は、9月FOMC議事要旨や米消費者物価指数の結果を見極
めながら、慎重な値動きとなりそうです。FOMC議事要旨が、市場の想定
以上にタカ派的な内容となった場合には、株式市場は下値を探る展開もあり
そうです。
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商 号 等：ニッセイアセットマネジメント株式会社
金融商品取引業者
関東財務局長（金商）第369号
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